
家 庭

１科目編成

必履修科目は、「家庭基礎｣、「家庭総合」及び「生活技術」のうちからｌ科目である。

２改訂の基本方針

今回の改訂においては、次のように改善が図られた。

（１）現行の普通教育と専門教育の家庭科を同一の目標としている扱いを改め、普通教育と

しての家庭科の目標を明確に示す。

（２）３科目ともに、男女共同参画社会の推進、少子高齢化等への対応を考慮して、人の一

生を生涯発達の視点でとらえることとし、家族・家庭、生活を営むために必要な衣食住

や消費生活などを総合的にとらえる構成とする。

（３）実践的・体験的な学習活11MJを一層重視し、生活に必要な知識と技術を習得させるとと

もに、学習した知識と技術を生かして、問題解決を図る能力の育成を重視する。

３改善の内容

（１）目標

人間の健全な発達と生活の営みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・家

庭と社会とのかかわりについて理解させるとともに、生活に必要な知識と技術を習

得させ、男女が協力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育てる。

普通教育としての家庭科は、人々が互いにかかわり合いながら共に生きる社会の一員

としての自覚のもとで､男女が協力して家庭生活を築いていく意識と責任を明らかにし、

家庭生活を営むために必要な知識と技術を身に付け、家庭や地域の生活を創造する意

欲・能力と実践的な態度を育てることを|]指している。内容の改善の要点は次のとおり
である。

ア男女共同参画社会の推進への対応

イ少子化への対応

ウ高齢化への対応
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改訂 現行

科目名 標準単位数 科目名 標準iii位数

家庭基礎

家庭総合

生活技術

２ 

４ 

４ 

家庭一般

生活技術

生活一般

４ 

４ 

４ 
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エ食に関する指導の充実

オ消費者教育及び環境教育の充実

力問題解決的学習の充実

(2)各科目

ア目標

:星出足石癖’AC

常１寺ＵＨＴｌ人０

イ内容の構成と取扱い

<家庭基礎〉

取扱い内容の櫛成

１１）人の一生と家族・福祉

ア生涯発達と家族

イギ{幼児の発述と保育・

福祉

ウ高齢者の生活と福祉

(2)家族の生活と健康

ア食生活の符理と健康

イ衣生活の梼理と健康

ウ住生活の補耶と健康

(3)消費生活と蝋境

ア家庭の経済と消費

イ消費行､lとnW境

(4)ホームプロジェクトと

学校家庭クラブ活助

内容の,,,のｲ及びｳについては､学校や地域の実態等に応じて､学校家｜
庭クラブ活釛等とのllll述を図I)、乳幼児や高齢者との触れ合いや交流な’

どの爽践的なiiFmIを取り入れるよう努めること。

内…については災驍爽醤…とした…行うよう瀞感する｜
ことニアについては、栄養、食All、ｉ洲理の関迎を図って扱うようにする’

二と。イについては、衣服を｢''心として扱い、被服材料についてはhiを’

扱うこと。

|ﾉﾘ容の(3)のアのilWlfFの権利と尚(rについては、契約、iiliYY者|計１１，１１１］

題の発生しやすい版元方法などを収I)上げて具体的に扱うこと・イにつ

いては、環境fiIMrの少ないfk活に'１t点を樹くこととし、地球現境問題に

深入りしないこと．

IAl容の(4)については、ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活､11の怠義

と從践方法について理解させること。また、指導に当たっては、｜ﾉﾘ群の

(1)から(3)までの学１１Vの発展として、２１１徒が生活の'１１から課題を見いだし、

解決方法を考え、lllllJiを立てて爽践できるようにすること。

|(1) 

<家庭総合》

取扱い

雨ﾆﾗ「て〒7王-ｍﾃﾞﾏＴ:７百両両i席Z75Fil疵１F丙一
とともに、(1)から(5)までの学粋の'１１で段階的に扱ったり、「家庭総合」

の学習のまとめとして扱うなどの｣:夫をすること。

M11戦IlmR鯛鯛:鯛馬近鰯鯏｜
のりilDir等との触れ合いや交流の槻公をもつよう努めること。

内容の椣成

(1)人の一生と家族・家庭

ア人の一生と発達課題

イ家族・家腿と社会

ウ生活役０１１

(2)子どもの発述と保育・

福祉

ア子どもの発述

イ親の役lIIIと保育

ウ子どものilihl：
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家庭基礎

家庭総合

生活技術

￣へ

人の一生と家族･冊祉.衣食住､ｉｌＷＭ乙活などにＭＩＩする堆礎的･基本的な知識と技術を習ｉｌ}させ、

家庭生活の充爽lfjjl:をlX1る能力と突破的な態度を育てる。

人の一生と家族､子どもの発達と保fi､,(U齢者の生活とh,{祉､衣食住､iililM生活などにllUする知

識と技術を総合的に習得させ､生活iillUHjを主体的に解決するとともに､家歴111K活の充実向上をlXl1

る能力と実践的な態度を育てる二

丁ﾗﾗｰZEヨミ､『、癌ZiI祠I､亘羅'三雨I7i雨面;ZEiiJ目『Z雨！【Z､【雁iｎ
験的に習得させ､生活IiNl題を主体的仁解iAするとともに､家庭生活の充実ｌｌＩＩ上を図る能力と実践

的な態度を育てる；
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(3)IlIi齢者の112活と冊祉

ァ高齢者の心身の特徴

と生活

ィ高齢者の福祉

ゥ高齢行の介護の唯礎

(4)生活の科学と文化

ア食生活の科学と文化

イ衣生活の科学と文化

ウ住生活の科学と文化

ェ生活文化の伝承とドリ

造

(5)消費生活と資源・環境

ァ消費行助と恵忠決定

イ家庭の経済生活

ウ消費者の権利と貨任

ェ消費行ＩＭＩと資源・環

境

(6)ホームプロジェクトと

学校家庭クラブiiImul

内容の(3)については、学校や地域の実態輔に応じて、学校家庭クラブ活

助等との関連を図l〕、ｌｌＩｉ祉施設呼の見学やボランティアiiIimllへの参加を

はじめ、身近な高齢者との交流の機会をもつよう努めること。イの高齢

者福祉サービスについては、代炎的なものを扱うこと。ウについては、

日術生活の介助として、食乖、荷脱衣、秘助などのうちから選択して実

習させること。

内容の(4)については、爽験・喪ilYを中心とした指導を行うよう(W患する

こと。イについては、衣服を中心として扱い、綾服材料については布を

扱うこと。エについては、アからウまでのいずれかにかかわ

り上げて実験・突習等をさせること*

･内容の(5)のウについては、契約、消fll打偏用、’'１１題の発'1iし

る搬題を収｜

薗騨｜
鯨蝋’

方法などを取り」1げて、消費者の権利とI任任について』↓体的に理解させ

ることに璽点を１冊くこと。エについては、生活と資源や環境とのかかヨ

リについて具体的に理解させることにlⅡ点を櫛くこととし、地球環境Ｉ

題には深入りしないこと。

･内容の(6)については、ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活IRIの意司

と実践方法について理解させること。また、指導に当たっては、内容（

(1)から(5)までの学習の発展として、生徒が''三活の''１からiiI1MKlを兄いだし、

ｾﾞﾂ鰯１

解決方法を考え、計画を立てて拠践できるようにすること．

《生活技術〉

〃Ｄｌ１Ｍ７

、笠

可容の(2)のアの】間費二行０

船ｆＦＯ

(2)iiIi費ｆｋｉｉｌｉと環境

ア家庭の経済とilOiYY

イ消費行動と環境

(3)家庭生iiFと技術赦新

ア科学技術の進鵬と家

庭生活

イ家庭fkiiIiと价側

ウ家庭生活とfuA（・機

械

(4)食生活の役ilfと綱Fﾄﾞ

ア家族の食生活と栄養

イ食品と調理

ウ食生活の笹耶

(5)衣生活の没計と製作

ア被ｌ１１ｉの機能とｲﾘﾄﾞ笈

イ被服の榊成と製作

ウ衣生活の管理

(6)住生活の設計とインテ

リアデザイン

ア家族の生活と住居

いて'…１術…い生……を職くこととい…｜問題に深入りしないこと。

蝋U繍磯鵜剛ｉ鐘ｉｊ
騨璽匪繍嚇息蕊|iii臘騨編|実?11藤
…………,,,……し…鮒w,■
扱うこと。

工に折目した調理についても扱うこと，
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内容の櫛成 取扱い

|ｙ緑鰯駄繩
｜イ乳幼児の発達と保育.

柵祉

ウ高齢行の生活と福祉

･内容の(1)のイ及びウについては、学校や地域の奨態等に応じて、学校家

庭クラブ活動秤とのIlIl迎を図I)、乳幼ﾘLや高齢台との触れ合いや交流な

どの実践的な交流を取り入れるよう努めること。

･内容の(2)のアの消費者の権利とfi征については、契約、iloj濁音(ii川、問Ｉ

題の苑21皇しやすい版元方法などを取I）ｌ:げて具体的に扱うこと『イにつ
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の設卍

、までの学習の邪 与り

４質疑応答

問１３科目それぞれの特色及び目標や内容の共通点はどのようなものか。

「家庭基礎」は生活に必要な基礎的・基本的な知識と技術の習得に重点を置いた科目

である。「家庭総合」は、「家庭一般」を改めた科目であり、家庭生活を総合的にとらえ

主体的に営む能力と態度を育てることに重点を置くものである。「生活技術」は、家庭

生活を合理的に管理するために必要な生活技術に重点を置き、実習や体験的な学習を中

心とした科目である。

また、目標の共通点は、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てること

であり、特に「家庭総合」及び「生活技術」においては、生活課題を解決する実践的な

態度の育成に重点を置いている。内容の共通点は、人の一生と家族・家庭、子どもの発

達と保育・福祉、高齢者の生活と福祉、消費生活と環境、ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動などである。

問２教育課程編成上の留意点は何か。

「家庭基礎」は原則として、同一学年で履修させること。「家庭総合」及び「生活技

術」を複数の年次にわたって分割して履修させる場合には、原則として連続する２か年

において履修させること。

問３ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動が位置付けられた理由と授業への効

果的な活用法はどのようなことがあるか。

家庭科で学習した内容が、生きて働く力になるためには、生徒自らが生活の中から課

題を見いだし､解決方法を考え実践する問題解決的な学習の機会が重要であることから、

現行どおり３科目にそれぞれ位置付けられた。

また、乳幼児や高齢者の学習において、触れ合いや交流などの機会に学校家庭クラブ

活動と関連を図ることにより、一層実践的な学習を展開することができる。ホームプロ

ジェクトと学校家庭クラブ活動は、家庭科の総合性を特色付ける学習である。

－７４－ 

各学校においては、内容の(3)から(6)までの中から、生徒の興味・関心等に応じて、二つ又は三つの項

目を選択して胴修させること。

イ住居の設計とインテ｜・内容の(7)については、ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動の意義

リア計画

ウ住生活の管理

エ生活と園芸

(7)ホームプロジェクトと

学校家庭クラブ活ＩＭＩ

と実践方法について理解させる。また、指導に当たっては、内容の(1)か

ら(6)までの学習の発展として、生徒が生活の巾から課題を見いだし、解

決方法を考え、ilf画を立てて実践できるようにすること。
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